教会防災ネットワーク
ネットワークの目的は「助けー助けられる、顔の見える防災コミュニティの創出」です。

１）防災のための地域牧師会を持つ、顔を合わせる

　　地域によっては牧師会の無いエリアもあります。まず、顔を会わせる「場」を作れれば、
　　目的の半分は達成されたと言ってもいいでしょう。災害時には交通がストップしますので、
　　歩いて行ける距離の範囲が理想です。
　
２）賛同教会の連絡先リストを共有する。教会の防災情報交換。

　　メールアドレス共有は基本ですが、さらに、地域ネットワークのフェイスブック上での非公開　
　　グループを作ることをお薦めします。写真も掲載できますので、より効果的にメンバーに情報
　　を提供できます。また、掲載された記事に対してすぐに、コメントで応答できます。災害時に
　　は被災状況、具体的な支援要請などを知らせるのに大変役立ちます。セミナーなど開催して、
　　共に防災、災害支援について研修の時を持ちましょう。

３）避難所マップ、ハザードマップを見ながら教会の所在地を確認

　　市役所、区役所でハザードマップ（洪水時）と避難所マップをもらってきて、それを見ながら、　
　　ネットワーク教会がどこにあるかマップ上で付箋紙を貼って確認します。さらにそれを
　　フェイスブックやブログ上に載せれば、皆さんが、情報を共有できます。通常、エリアネット
　　ワークでは、ミーティング会場を教会持ち回りにします。そのことで実際に他教会を訪問し、
　　見学することができます。

４）信徒リソースをネットワークする。

　　信徒さんの中には、インターネットの技術を持つ人や、大工、看護婦、医者などがいらっしゃ
　　る場合があります。自分の教会に無いリソースを他の教会が持っている場合もあります。ネッ
　　トワークすることで、リソースを共有しましょう。人材だけでなく、発電機や援助活動の
　　ツールであるジャッキやバールを共有することもできます。各教会が提供できるリソース
　　（人材、スペース、物資など）を表にしてリストアップして共有すると有益です

５）教会と行政、地域コミュニティとの連携。町ぐるみの防災の一端を担う。

　　社会福祉協議会や自治体の防災課が市民ボランティア養成講座を提供したり、防災情報交換の
　　ミーティングを持ったりしています。積極的に参加しましょう。教会だけでなく、キリスト教
　　主義の学校や施設も積極的に地域社会にかかわって頂きたいです。それにより地域社会と接点
　　ができます。教会ネットワークができたら、どうしたら地域社会に貢献できるか、自治体や
　　社会福祉協議会と話し合いましょう。特に大きな会堂のある教会は避難所や支援物資拠点とし
　　て地域に貢献でき、自治体の助けともなります。
　　
　　災害は「弱い者いじめ」です。被災者の多くは高齢者や障害者です。震災前の「防災ボランテ
　　ィア」として、そのようなニーズのある方々の防災を助けてあげる事も出来ます。ある自治会
　　ではボランティアを募って、高齢者の「見回り隊」を実行しているところもあります。震災前
　　にできるボランティア活動も沢山あります。

６）災害時の支援受け皿として機能　
　　　　　　
　　地域ネットワークは、震災時、外部からの支援（クラッシュ、サマリタンパースなど）を受け
　　る窓口として機能できます。ネットワークがあると外部からの支援活動が迅速かつ効果的にで
　　きます。被災地の状況やニーズを迅速に支援団体に伝えられます。また外部ボランティアの滞
　　在先など迅速に決定できます。ゼロからコネクションをつくるエネルギーを省けます。

７）他地域の同様のネットワークとの広域連帯。災害時の相互協力のため。

　　地域ネットワーク同士を結びつける広域ネットワーク。１つのエリアで大きなダメージを負っ
　　た時、他のエリアのネットワークが支援の手を差し伸べることができます。首都直下地震では
　　都心では震度７もあり、甚大なダメージが出ますが、郊外のネットワークが助けられる可能性
　　があるかも知れません。現在、各エリアのネットワークでフェイスブックの非公開グループを
　　作っていただいています。さらに世話人同士がネットワークできる全体の「教会防災ネット
　　ワーク」のページを作成されています。以下のサイトを参照。
　　
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
関連サイト
＊　東京教会防災ネットワークマップ/ディレクトリー：　http://tokyonetworklan.wix.com/
＊　フェイスブック公開ページ：「教会防災ネットワーク」
＊　「東京大震災ブログ」　www.tokyodisaster.blogspot.com
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